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統計的推論―基礎と資源解析から―
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初等統計学を教えていて，時々 " 教えにくいなあ " と思うところがある。歴史的にはそれらがどのように考えられてきた
のか，少し紹介したい。





で与えられる。この時 なる観測値を（２）に " 代入 " して作られた区間
（３）
は を含んでいるのだろうか？
　歴史的には，Fisher と　Neyman の間で，ここでの区間推定や，次に紹介する " 仮説検定 " に関して論争があった。Neyman
は確率の頻度説の下で（１）について通常の説明（４行下）をしたが，しかし区間（３）が を含むかどうかについては
















棄却する " ことを目的としたものである。データと仮説の非整合性は 値，
（４）


























(P │ 0μ−X │≥│ 0μ−x │ )  
山田　作太郎2で測る。一定の水準として Fisher は５％を用いた。有意性検定は，対立仮説が不要でありデータに基づく判断であるが，














上に述べた観測の難しさから，" 不完全なデータ " でもって資源解析はなされる場合が多い事になる。
若い時から，" 不完全データはどのような情報をどのくらい失っているのか，逆にどのくらいの情報は所持しているのか








各観測ステーションにおける魚（卵，貝）の数 は負の二項分布 にしたがうとし，平均 を推定する問












期待される。全部 個の観測ステーションがあり，そのうち 個は ＰＡＳの 個はＣＳ に当てられるとしよう。す
ると，
（Ｂ） をみたす（ただひとつの） が存在し， なるすべての に対して
（９）
が成立し，この を具体的に書き下す事が出来る。（９）で は平均 2 乗誤差， は 個のＰＡＳ による観測に基
づく の最尤推定量を表す。
−1
X ),( kmNB m
X x= Y ),( pxB
yYP =( │ yxyyx ppCxX −−== )1()  
U




)()( mImI PAC >
N n nN −
NnN << 02 0n 0nn ≥ n
)ˆ()ˆ( CPA mMSEmMSE ≤
0n MSE PAmˆ n
m
統計的推論―基礎と資源解析から― 3　一方観測費用に関する考察をすると別の知見が得られる。 はそれぞれＰＡＳ，ＣＳ を１標本抽出単位実施するの
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